
第２ 実践事例 
事例１ イメージを広げ構成する中で、思考力、判断力、表現力等を高めることをねらった事例 

 
１ 題材名 「あなたが創る世界は現実の先へ 〜イメージを広げ、空想や抽象の世界を描く〜」 

  【第２学年】Ａ表現⑴ア(ｱ)、⑵ア(ｱ)、Ｂ鑑賞⑴ア(ｱ)、〔共通事項〕⑴ア、イ 絵画に表す  

        活動 

２ 題材について 

⑴ 生徒の実態（略） 

⑵ 本題材を指導するに当たって（略） 

３ 目標及び評価規準（※〔共通事項〕⑴ア、イはア     、イ     で示す。） 

⑴ 題材の目標 

   ・構図や色彩などが感情にもたらす効果や、具体物や抽象的な物の組み合わせなどを基に、空想   

    や抽象の世界を全体のイメージや作風で捉えることを理解する。     〈知識及び技能〉 

 ・様々な描画材料や表現方法の生かし方などを身に付け、意図に応じて自分の表現方法を追求し

工夫して表す。                           〈知識及び技能〉 

 ・身近な物や景色、詩や物語などを深く見つめ考え、空想や心に広がる世界を基に主題を生み出

し、描く物の位置や大きさなどの構図や色彩の効果などを考え、創造的な構成を工夫し、心豊

かに表現する構想を練る。                〈思考力、判断力、表現力等〉 

 ・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考え

るなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深める。    〈思考力、判断力、表現力等〉 

 ・美術の創造活動の喜びを味わい主体的に空想や心に広がる世界などを基に主題を生み出し、構

想を練ったり、意図に応じて工夫して表したりする表現の学習活動に取り組もうとする。 

                              〈学びに向かう力、人間性等〉 

 ・美術の創造活動の喜びを味わい主体的に空想や心に広がる世界を感じ取り、作者の心情や表現

の意図と創造的な工夫などについて考えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に取り

組もうとする。                     〈学びに向かう力、人間性等〉 

⑵ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 構図や色彩などが感情

にもたらす効果や、具体物

や抽象的な物の組み合わせ

などを基に、空想や抽象の

世界を全体のイメージや作

風で捉えることを理解して

いる。 

技 様々な描画材料や表現

方法の特性を生かし、意図

に応じて自分の表現方法を

追求して創造的に表してい

る。 

発 身近な物や景色、詩や物語な

どを深く見つめ考え、空想や心に

広がる世界を基に主題を生み出

し、描く物の位置や大きさなどの

構図や色彩の効果などを考え、創

造的な構成を工夫し、心豊かに表

現する構想を練っている。 

鑑 造形的なよさや美しさを感じ

取り、作者の心情や表現の意図と

創造的な工夫などについて考える

などして、美意識を高め、見方や

感じ方を深めている。 

態表 美術の創造活動の喜びを味

わい主体的に空想や心に広がる世

界などを基に主題を生み出し、構

想を練ったり、意図に応じて工夫

して表したりする表現の学習活動

に取り組もうとしている。 

態鑑 美術の創造活動の喜びを味

わい主体的に空想や心に広がる世

界を感じ取り、作者の心情や表現

の意図と創造的な工夫などについ

て考えるなどの見方や感じ方を深

める鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。 

※それぞれの評価規準は「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を、そのまま使用したり、具

体的な学習活動を踏まえ言葉を省略や変更したりするなどしている。（下線部は変更箇所） 

〇学年    第２学年 

〇主な領域  絵画に表す活動 

〇事例のポイント 

 ①主題を生み出し、構想を深めるために、対話・協働といった学び合い活動を行う。 

 ②課題解決への見通しをもって制作に取り組めるように、板書（掲示物）を活用する。 

 ③自分の表現方法を追求し工夫して表せるように、多様な描画材料や表現方法を選んだり、   

  組み合わせたりできるようにする。 

 ④学びを自覚し実感できるように、ＩＣＴ端末を活用（写真機能・プレゼンテーション機能) 

  して、ポートフォリオ（制作経過の記録）を作成する。（指導と評価にも活用する。） 



４ 指導と評価の計画（全８時間扱い） 

               ○：指導に生かす評価、◎：全員の学習状況を記録に残す評価 

時 

 

間 

学習のねらい・学習活動 

評価の観点、評価方法等 

備 考 知識・技能 
思考・判断・

表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

知 技 発 鑑 態 

１ 

１発想や構想（３時間） 
・空想画や抽象画を鑑賞し、 
作者の意図や表現の工夫
について話合い、主題と
表現の工夫との関係につ
いて考える。 

・表現の工夫について、
様々な描画材料や表現方
法（モダンテクニック
等）を知る。 

◎ 

観察 

記述 

  ○ 

 「知識・技能（知識）」
は、構図や色彩などが感
情にもたらす効果や、全
体のイメージや作風で捉
えることを理解している
かどうかを暫定的に評価
し、第二次で再度評価を
行う。 
 

２ 

・身近な物や景色、詩や物
語などから感じたことを
言葉やスケッチでかき表
し主題を生み出す。 

・主題を基に描く物の位置
や大きさなどの構図や色
彩の効果などを考えてア
イデアスケッチをする。 

 

◎ 

アイデア

スケッチ 

記述 

 

○ 
  

「知識・技能（技能）」
は、様々な描画材料や表
現方法の特性を生かし、
意図に応じて創造的に表
しているかどうかを暫定
的に評価し、第二次で再
度評価を行う。 
 

３ 

・アイデアスケッチなどを
基に、構想を紹介し、話
合うことを通してアイデ
アを広げ深めることで、
よりよい構想を練り、再
度アイデアスケッチに表
し、制作への見通しをも
つ。 

 
○  

◎ 

アイデア

スケッチ 

観察 

記述 

 

◎ 

観察 

記述 

「思考・判断・表現（発
想や構想）」は、生徒
が、主題を生み出し、創
造的な構成を工夫し、心
豊かに表現する構想を練
っているかどうかを暫定
的に評価し、第二次で再
度評価を行う。 
 
「主体的に学習に取り組
む態度（表現）」は、主
体的に発想や構想の活動
に取り組み、形や色彩の
効果や全体のイメージで
捉えることを理解しよう
とし、生み出した主題を
よりよく表すために構想
しようとする態度を評価
する。 

４ 

２制作（４時間） 
・構図や色彩などの効果を
考え、描画材料や表現方
法の特性に応じた組み合
わせや表し方を試しなが
ら制作を進める。 

・ＩＣＴ端末を活用し、制 
作過程を毎時間、記録し、
振り返りを行う。 

・具体物や抽象的な物の組
み合わせなど構成を見つ

◎ 

観察 

対話 

作品 

記述 

○   

 「知識・技能」は、作品
から様々な描画材料の生
かし方を身に付け、意図
に応じて工夫して表して
いるかなどを見取るとと
もに、形や色彩などの効
果や全体のイメージで捉
えることを理解している
どうかを併せて見取り、
知識と技能を一体的に評
価する。 

５  

◎ 

観察 

対話 

作品 

記述 

○   

事例のポイント① 
主題を生み出し、構想を深める
ために、対話・協働といった学
び合い活動を行い、アイデアを
広げたり深めたりする。 



め直しながら制作を進め
る。 

 
「思考・判断・表現（発
想や構想）」は、主題や
構図の変化や描画材料や 
表現技法の工夫を含めて、 
発想や構想を再度見取り
評価する。 
 
「主体的に取り組む態度
（表現）」は、主体的に
制作に取り組み、形や色
彩の効果や全体のイメー
ジで捉えることを理解し
ようとし、意図に応じて
工夫して表そうとしてい
る態度を評価する。 

６ 

・全体と細部のバランス、
描く物の位置や大きさな
どを工夫する。 

・描画材料と表現方法の特
性を生かして描く。 

・主題を大切にして、表現
を追求しながら作品を完
成させる。 

・ＩＣＴ端末を活用し、撮 
影記録と振り返りを基に、 
作品紹介ができるように
する。 

  

◎ 

観察 

対話 

作品 

記述 

  

７ 

◎ 

完成作品 

記述 

  

◎ 

観察 

対話 

作品 

記述 

８ 

３鑑賞（１時間） 
・鑑賞者と紹介者に分か
れ、お互いの完成した作
品を鑑賞し、作品から感
じたことや考えたことを
説明し合う。 

・自己の取組を振り返ると
ともに、友人の取組も共
有することで、学びを深
める。 

    

◎ 

観察

発言 

記述 

◎ 

観察 

発言 

記述 

「思考・判断・表現（鑑
賞）」は、作品の造形的
なよさや美しさを感じ取
り、作者の心情や表現の
意図と工夫などについて
考え、見方や感じ方を深
められているかを記述か
ら見取り評価する。 
 
「主体的に学習に取り組
む態度（鑑賞）」は、主
体的に鑑賞し、形や色彩
の効果や全体のイメージ
で捉えることを理解しよ
うとし、造形的なよさや
美しさを感じ取ろうとし
たり、作者の心情や表現
の意図と工夫などについ
て考えようとしたりして 
いるかどうかを評価する。 

題

材

終

了

後 

・完成作品の記録も含め
て、これまでの撮影記録
と振り返りを整理して、
ポートフォリオを完成さ
せる。 

・完成したポートフォリオ
をＩＣＴ端末を活用して
学級で共有する。 ◎ 

完成作品 

記述 

 

◎ 

完成

作品 

記述 

◎ 

記述 

 

 

 

「知識・技能」は、完成
作品や記述から評価を再
確認し、必要に応じて修
正する。 
「思考・判断・表現（発
想や構想)」は、主題や
構想の工夫などの記述と
完成作品を併せて再度見
取り必要に応じて修正す
る。 
「思考・判断・表現（鑑
賞）」は、作品の造形的
なよさや美しさを感じ取
り、作者の心情や表現の
意図と工夫などについて
考え、見方や感じ方を深
められているかを記述か
ら見取り再確認する。 

 

（鑑賞の評価について） 
授業中に全ての生徒を評価することは困

難であることから、鑑賞が深まっていな

い生徒や学級全体に助言することに重点

を置く。また、Ａ評価につながるような

発言や記述については観察し記録する。 



５ 本時の学習（本時 ５／８時） 

⑴ 目標 ・様々な描画材料や表現方法の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求し

て創造的に表す。                      〈知識及び技能〉 

⑵ 準備 

○教師：電子黒板・ＩＣＴ端末・ワークシート・共同画材（パステル等） 

 ○生徒：ＩＣＴ端末・筆記用具・各自が使用する画材 

⑶ 展開 

過

程 

時

間 

学習活動 

予想される生徒の 

具体的な姿（「 」） 

指導の工夫 

（〔共通事項〕に係る内容

ア    、イ   ） 

評価の手立て 

【観点】：

評 価 規 準 （ 評 価 方 法 ） 

◎：十分満足できる状態 

◆：Ｂ評価に達しない生徒への

手立て 

導

入 

８ 

分 

１ 前時の活動を振り返
り、ポートフォリオを
活用して各自の課題を
明確にし、本時のねら
いを把握する。 
 
 
 
 

「アイデアスケッチを生
かして、もう少し構図
を工夫したいな。」 

「背景をどうするか迷う
な。マーブリングにし
てみようかな。」 

「テーマを表すために、
主役の◯◯は、大きさ
をどうしようかな。」 

 
２ 各自の課題を解決す
るための見通しをも
つ。 

「今日は、アイデアスケ
ッチを生かして位置と
大きさに気を付けて描
こう。」 

「参考画像を見つけて、
細部まで描こう。」 

「○○を使って下塗りを
してから、下描きをし
よう。」 

○ 本時のねらいを把握でき
るように、電子黒板でポ
ートフォリオから参考作
品を提示し、対話を通し
てねらいを整理し板書す
る。 

 
 
 
 
○課題を解決するための見通
しを確認できるように、＜
制作の工夫ポイント＞を板
書（掲示物）で確認する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【態○表】美術の創造活動の喜
びを味わい主体的に空想や心
に広がる世界などを基に主題
を生み出し、構想を練った
り、意図に応じて工夫して表
したりする表現の学習活動に
取り組もうとしている。 

  （作品、対話、観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技】様々な描画材料や表

現方法の特性を生かし、意図に

応じて自分の表現方法を追求し

て創造的に表している。 

（観察、対話、作品） 

 

◎生み出した主題を基に、主題

をよりよく表現するために、

様々な描画材料や表現方法の

特性を生かし、意図に応じて

構図や色彩などの効果を工夫

するなど自分の表現方法を追 

 求して創造的に表現している。 

展

開 

32 

分 

３ 発想や構想を基に自
分の意図に合う表現方
法の工夫を追求して制
作を進める。 

「本番用紙に描いてい
たら、もう少し描くも
のを追加したいな。ど
うしよう。」 

 
 
 
 
 
 

○生徒が本時のねらいに沿っ

た活動が行えるように、生

徒の本時の課題を把握する

視点で机間指導を行う。必

要に応じて、作品を通した

生徒との対話を行う。 

○主題を表すために、構図や

色彩などの効果を工夫して

表現することができるよう

に、参考作品や＜制作の工

夫ポイント＞を確認しなが 

 ら制作するように助言する。 

 

提案 自分のテーマを表現するために、構図や描き方を工夫しよう。 

【指導に生かす評価の考え方】 
主題を基に、意図に応じた様々な表し方を考えて、意
欲的に工夫しているかなどの主体的に学習に取り組む
態度を見とり、実現できていない生徒への指導を工夫
改善することに生かすようにした。 

編 P100指導計画作
成の留意事項⑴⑵⑹ 

＜制作の工夫ポイント＞ 
●組み合わせ・位置・大き
さ・バランス 

●必要に応じ画像等を参考 
●描画材料と表現方法 
●描く順序（下塗り） 

事例のポイント② 
課題解決への見通しをもっ
て制作に取り組めるよう
に、板書（掲示物）を活用
する。 

編 P100指導計画作

成の留意事項⑹⑻ 



「テーマの主役を描く
描画材料をどうしよう
かな？」 

 
「背景はやっぱりマー
ブリングで表現してみ
よう。」 

 
「水彩絵の具で全体に薄
く色を塗ったら、イメー
ジがはっきりしてき
た。」 
 

○空想や抽象の世界を全体の

イメージで捉えることを理

解できるように、作品や参

考資料を通して主題を確認

し、描く物の組み合わせや

表現方法を工夫している点

に気付かせる。 

○様々な意図に応じて自分の

表現方法を追求し工夫して

表現できるような学び合い

になるようにするため、机

間指導を通して全体で共有

したい工夫を見付けたり、

生徒の様子をＩＣＴ等の活

用によって紹介したりして

共有する。 

 

◆描く物の大きさや組み合わせ、 
 位置などの構図や、描画材
料、表現技法などによる色彩
の効果などについて、対話を
通して確認し、再度主題につ
いて具体的に考えさせたい。 

  また、具体的なスケッチや 
 資料を参考例として示したり、 
 他の生徒の試作や途中作品を
紹介したりするなどして工夫
について考えさせる。 

 

 

 

整

理 

10

分 

４ 本時のねらいと制作
途中の作品をもとに、
本時のまとめを行う。 

「すごく構図が工夫され
てる。」 

「そんな表現方法の組み
合わせもあるのか。」 

５ ＩＣＴ端末で、作品
の写真記録を撮り、ポ
ートフォリオに振り返
りを入力し、次時への
見通しをもつ。 

○本時の学びを整理し、次時
への見通しをもてるよう
に、本時のねらいと制作途
中の作品をもとに教師が対
話を通してまとめを行う。 

 
 
○生徒が自身の学びを自覚し
たり実感したりできるよう
に、制作途中の作品を写真
で記録し、ポートフォリオ
に振り返りを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 補足 

⑴ 本時の板書計画 

  
＜黒板＞                 ＜大型提示装置＞ 

⑵ 題材の概要について 

本題材は、身近な物や景色、詩や物語などを深く見つめ考え、空想や心に広がる世界を基に

主題を生み出し、絵に表す活動である。描く物の位置や大きさなどの構図や色彩の効果などを

考え、心豊かに表現する構想を練る。様々な描画材料や表現方法の生かし方などを身に付け、

表現方法を追求し、空想や抽象の世界を工夫して表す。また完成作品を鑑賞し、作者の心情や

表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を深める題材である。 

ねらい 自分のテーマを表現するために、構図や描き方を工夫しよう。 

＜制作の工夫ポイント＞ 
●組み合わせ・位置・大きさ・バランス 
●必要に応じ画像等を参考 
●描画材料と表現方法 
●描く順序（下塗り） 

＜見通し＞ 
～○：○○ 課題確認 
～○：○○ 制作 
～○：○○ 片付け 
～○：○○ まとめ 

振り返り 

参考作品等の提示 
 

※ポートフォリオや制作
途中の作品写真などを 

 必要に応じて提示する。 

事例のポイント③ 
自分の表現方法を追求し工夫
して表せるように、多様な描
画材料や表現方法を選んだ
り、組み合わせたりできるよ
うにする。 

事例のポイント④ 
学びを自覚し実感できるよう
に、ＩＣＴ端末を活用（写真
機能・プレゼンテーション機
能）して、ポートフォリオ(制
作経過の記録)を行う。 
(指導と評価にも活用する。) 

 知＝「知識・技能」の知識に関する評価規準、技＝「知識・技能」の技能に関する評価規準、 

 発＝「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準、鑑＝「思考・判断・表現」の鑑賞 

 に関する評価規準、態表＝表現における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準、 

態鑑＝鑑賞における「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準を表す。 

 ※【記録に残す評価】は□、【指導に生かす評価】は○で示している。 



⑶ 描画材料と支持体（描く紙）について 

 ① 描画材料は、既習の描画材料を選び、組み合わせたりする。個人での用意も可とする。 

   描画材料の例：□鉛筆 □色鉛筆 □カラーペン □水彩絵の具 □ポスターカラー 

          □アクリル絵の具 □パステル □クレヨン・パス □透明水彩絵の具 

 □毛筆・墨汁 等 

 ② 支持体は、題材のねらいや指導計画や制作時間、生徒の実態に応じ、大きさを検討する。

本実践では、４つのサイズ（Ｂ５、Ａ４、Ｂ４、Ａ３）を用意し、紙の質も適度な凹凸のあ

る水彩画用紙と、ケント紙を用意した。ただし、安易に小さな紙を選択することがないよう、

大きさや質感を選択できる意味をしっかりと伝える必要がある。 

支持体の例：□水彩画用紙地のイラストボード(薄口) □ケント紙地のイラストボード(薄口) 

 

⑷ ＩＣＴ端末を活用したポートフォリオ 

①各授業の整理時の「まとめ・振り返り」の時間でＩＣＴ端末を使って記録を取る。 

②ＩＣＴ端末のプレゼンテーション機能を使って、写真記録と振り返りを入力する。 

＜プレゼンテーション機能を使ったポートフォリオのイメージ＞ 

 

 
  

⑸ 完成作品のイメージ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

水彩絵の具と色鉛筆による
表現。描く物の組み合わせ
を工夫し、背景にはスパッ
タリングを活用している。 

水彩絵の具とパステルに
よる表現。 
余白を考えた構図を練り
上げ表現している。 

詩を基にイメージを広げ、パ
ステルを中心にした表現。ス
ケッチを重ねて構図を工夫し
た。 


